
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 4年度  事 業 報 告 書

令和4年4月 1日から令和5年 3月 31日まで

特定非営利活動法人サステナブル・プラットフォーム

事業の成果】
ロナ禍も3年目となり、一進―退の状況下、月例のオンラインによる情報共有、会員(企業)はそれぞれの事業

行動・検証をする一年となつた。オンラインでは学生の参加を得て、コロナ禍で学生生活を送る彼らの

え方や行動、昨今、社会的に話題となる「世代価値観の差異」を共有できた。

就業意識やその後のキヤリア形成、又、近未来の社会課題群への関心度を知ることで、自社のサー

スや人的資本等、事業を展望する上で啓発を受ける新たな機会になったものと考えられる。

年に続き、エコプロヘ出展、多くの来場者に向けて情報発信する機会は、各会員企業の社外広報の一助とな

ず、学生にとっては自身の考え方をブースー般来場者へ直接、伝える場として就活に向け、
。参画した武蔵野大学からは「学内の教育現場や企業へのインターンシップでは実現できない教育であり、

組み」との評価をさらに得ている。

員企業の紹介により、大妻女子大学の年次総会で当NPOの活動を通してSDGsの啓発講演を実施できた。

、実施した武蔵野大学「生涯学習」の副読本としてオンライン自主発行し、活動歴を未来へ残すことができた。

https :/,/esg.mu sashi n o-u.ac jp / news/0007 6 1 .html

事 業 名 事 業 内 容 実  施
日 時

実  施
場  所

従事者

の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の
金額 (円 )

「持続可能な開発
目標」の実現に寄
与する学際的研究
事業

①コロナ禍におけるサステナ

ブル事業について

②社会 (企業人)と学生 (武

蔵野大学)|こ よるサステナビ

リティについて月次交流会

令和4年4月
～令和5年 3
月

各地

(オ ンラ

イン)

延ベ

22名
企業 3社
会員9名 0

教育機関における
「持続可能な開発
目標」達成に向け
た支援事業

交歓交流ミーティング
令和 4年 10
月 ～ 令 和 4
年 11月

各地

(オ ンラ

イン)

11名
大学教職員、
学生 14名、
会員9名

0

「持続可能な開発
目標」達成を促進
するコミュニケー
ション企画事業

武蔵野大学
社会響創センター主催
オンライン講座

「次世代へつながるSDGs」
理事長、事務局

令和4年 6月
～ 令 和 5年
3月

オンライ

ン上
2名 一般視聴者 0

企業・ 団体 (自治
体含む)における
「持続可能な開発
目標」達成に向け
た支援事業

SDGs啓発に向けた展示会ヘ
の出展
(エ コプロ2022)

令和 4年 12
月

江東区有

明ビッグ

サイト

28名
大学教職員、
学生 8名
会員 6名 他

35,739

「持続可能な開発
目標」達成推進に
貢献する啓発・教
育事業

大妻女子大学 年次総会
SDGs講演
副理事長、理事、事務局

令和 4年 12
月

大妻女子

大学市ヶ

谷キャン

パス

3名

中央印刷事務器
株式会社
ニッセイエプロ
株式会社

0
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令和4年度  活動計算書

令和4年4月 1日 から令和5年3月 31日 まで

特定非営利活動法人サステナフ
゛
ル・フ

°
ラットフォーム

:円 )

科
日

【 金 額

64,000

ハ
υ

∩
Ｖ
　

　

Ａ
υ

64.000

０

０

〇

一ｎ
ｖ

９

０

０

０

０

７ｒ
Ｏ

ｎ
０

35.739

０

０

０

０

∩

Ｖ

０

０

０

０

０

０

ｎ

Ｖ

35,739

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

28,261
189。 082
,17 343

その他経費計
事業費計

2 管理費
(1)人件費

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費
人件費計

(2)そ の他経費
消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費
その他経費計

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
Ⅲ 経常外収益

税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰誠正味財産額

2 受取寄附金
受取寄附金

事業収益
5 その他収益

受取利息

経常収益計
経常費用
1 事業費

(1)人件費
給料手当
退職給付費
福利厚生費
人件費計

(2)そ の他経費

3

Ⅱ

用

用

4 事業収益

I 経常収益
1 受取会費

正会員受取会費

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

施設等受入評価益
受取助成金等
受取補助金

費
費
価
費
費

通
評
却
本

費
交
等
償
製

議
費
設
価
刷

会
旅
施
減
印



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和4年度 貸借対照表

令和 5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人サステナガル・フ
°
ラットフォーム

( 円 )

科
日
Ｈ 金 額

217,343

0

ｎ
Ｖ
　

ｎ
Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

217,343

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

217 343

ｎ

ｖ

ｎ
ｖ
　

ハ
υ

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ

217,343

正味財産合計

負債及び正味財産合計

I 資産の部

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

1 流動資産

現金預金

未収金

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額



1

28

令和4年度  計算書類の注記

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理 該当なし

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

特定非営利活動法人サステナフ
゛
ル・フ

°
ラットフォ咄

科 目
学際的研究
発表事業

省エネ、省資
源調査事業

報告書企画
作成事業

組織格付、
認証事業

事業部門計 管理部門 合計

64,000 ４
４

′
０

０

０

０

０

０

００

ｎ

ｖ

ｎ
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ｎ

ｖ

ｎ

ｖ
ｎ
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０

０

０

０

０

０

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ
ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

35,739 35,739
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９

０

０

０

０

０

０

３７ｒ
０

う
０

ｎ

ｖ

35,739 ｎ

ｖ
ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ 35,739 ｎ

ｖ 35,739

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
退職給付費用
福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費
消耗品
通信運搬
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額
ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ 28,261

内容 金 額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

4 使途等が制約 された寄附金等の内訳
使途等が制約 された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産 !ま   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5。 固定資産の増減内訳

6。 借入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法

７
・

Ｒ
〕

科 期首取得価額 取得 減 少 月末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産
車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 E 期首残高 当期借入
当
〓 期返済 期末残高

合計

科 目

計算書類 に

計上 された
金額

内役員及び

近親者 との

取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和4年度 財産目録

令和5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人サステナフ
゛
ル・フ

°
ラットフォーム

円

科
日

【 金 額

217,343

217,343

217

217,343

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品
パソコン1台

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入金

銀行借入金

事業未収金

固 定 負 債 合 計

銀行普通預金

正 味 財 産

資 産 合 計

負 債 合 計

未収金

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

事務用品購入代

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

目 りません。
特定非営利活動法人サステナブル・プラットフォーム

監事 大瀬 雅史

上記



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和 4年度 年間役員名簿

令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人サステナフ
゛
ル・フ

°
ラットフォ咄

役 名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事
ヤナイ  アキオ

矢内 秋生

R4年4月 1日

～R5年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
むメタ ゙ ヨウヘイ

亀田 耕平

R4年4月 1日

～R5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
タキク

゛
チ  チカラ

瀧日 力

R4年4月 1日

～R5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
フタキ

゛

二木

レイコ

玲子

R4年4月 1日

～R5年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
ナサイ   ヤスオ

笹井 靖夫

R4年4月 1日

～R5年3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事
オオセ マサシ

大瀬 雅史

R4年4月 1日

～R5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人サステナブル・プラットフォーム

氏   名

矢内 秋生

つ
“ 亀田 耕平

（
６ 瀧口 力

4 二木 玲子

ＦＤ 笹井 靖夫

ハ
０ 大瀬 雅史

７
・ 伊関 直人

只
〕 諸橋亜沙美

Ｑ
） 秋本  威

10 山賀  央


